
 

 

 

 

 

「社会人基礎力」とは、下図に示すとおり「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」

の３つの能力（１２の能力要素）から構成されており、「職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていく

ために必要な基礎的な力」として、経済産業省が２００６年に提唱しました。※資料は経済産業省HPより一部抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「人生１００年時代」や「第四次産業革命」の下で、２００６年に発表された「社会人基礎力」はむし

ろその重要性を増しており、有効とされていましたが、「人生１００年時代」ならではの切り口・視点が

必要となっていました。 

 

 小寒の候、皆様におかれましては日頃より、南房総教育事務所の取組に御理解、御協力をいただき感謝申し

上げます。本年も「南房総の風」をとおして、学校現場への情報発信をしていきますので、今後ともお読みい

ただけますようお願い申し上げます。 

 さて、新春号として皆様にお届けするテーマは、「人生１００年時代の社会人基礎力」についてです。社会

教育・生涯学習の視点から、人生１００年時代の社会人に求められる基礎力について、御覧ください。 

［発行］ 

 南房総教育事務所指導室 

令和６年１月９日 

第１７号 

文責 学校・家庭・地域連携班 



こうした状況を踏まえ、平成２９年度に開催した「我が国産業における人材力強化に向けた研究会」におい

て、これまで以上に長くなる個人の企業・組織・社会との関わりの中で、ライフステージの各段階 ※図２で活躍

し続けるために求められる力を「人生１００年時代の社会人基礎力」※図１と新たに定義しました。 

社会人基礎力の３つの能力（１２の能力要素）を内容としつつ、能力を発揮するにあたって、自己を認識し

てリフレクション（振り返り）しながら、目的、学び、統合のバランスを図ることが、自らのキャリアを切り

ひらいていく上で必要と位置づけられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本号では、経済産業省の提唱している「人生１００年時代の社会人基礎力」について、紹介しました。人生

１００年時代、そして予測困難な時代を生きる子どもたちにとって、学校教育の中でも３つの視点、３つの能

力（１２の能力要素）について意識していただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 
生涯学習マスコット 

「マナビィ」 

南の社教の「ズームイン！南房総」Vol.６ 

館山市立博物館は、昭和５８年（１９８３）１１月２３日に開館してから今年で４０周年となります。節目の年に

合わせ、同博物館では、「開館４０周年記念収蔵資料展 たてはく大図鑑」を開催しています。また、同時に４０周

年記念誌として「１０年のできごと（２０１３～２０２３）」も発行されました。詳しくは、二次元コードよりＨＰ

を御覧ください。 
開催期間 令和５年１１月１８日（土）～ 

令和６年１月２８日（日） 
開館時間 ９：００～１６：４５ 

（入館は１６：３０まで） 

 
合言葉は「笑顔のシャワー！」 

南の社教の「ズームイン！南房総」

次回もお楽しみに♪ 

 

これまでの私たちの人生は、学校で勉

強した後、就職し、ある程度の年齢にな

ったら退職し、リタイヤ後の生活を送る

というスタイルが多く見られました。し

かし、現在は、平均寿命が延びたことや

情報技術の進展、働き方改革などにより

社会に出た後も会社をいったん辞めて留

学する、転職や起業で新たな仕事を始め

る、子育てをしながら働く、定年後も新

たな仕事に挑戦するなど、キャリアアッ

プ、キャリアチェンジしていくスタイル

に変わりつつあります。 

※政府広報オンラインHPより抜粋 

図２「ライフステージの各段階」 

図１「人生１００年時代の社会人基礎力」 


